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「電波有効利用の促進に関する検討会」

2012年10月19日
ブロードバンドワイヤレスフォーラム（BWF）

ワイヤレス電力伝送WG（WPT-WG）

ワイヤレス電力伝送（WPT）技術
の実用化に向けたロードマップ
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（３）制度化への要望

ワイヤレス電力伝送実現のためのロードマップ

◆現在～2014年までは現行制度での利用が想定される
例えば、高周波利用設備の枠組みでの利用（50W以上は設置許可申請が
必須）

◆2015年以降は50W以上のWPT機器に対する市場要求が高まる
その要求への対応と利用拡大を促進するためには、

利用条件の緩和や
WPT機器の制度上で明確なカテゴリー化

が必要

例えば、高周波利用設備の中の型式指定や型式確認
（電子レンジ、IH調理器）などのような制度化が必要
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補足資料

想定するアプリケーション
と市場規模
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【WPT用途】

・ＥＶ／ＰＨＥＶ等電動車両への電力伝送（停車中を想定）

【利用シーン】

・個人、法人、集合住宅、パブリックなど

【車両内での電力利用用途】

・電池充電，補器駆動，プリエアコン（充電中のエアコン駆動）など電力を利用するシステム全般

個人宅でのワイヤレス給電例 法人，集合住宅でのワイヤレス給電例 パブリックでのワイヤレス給電例

電気自動車へ充電のためのワイヤレス給電






